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知守都日野市碑翁'
＼ 

都営住宅シルバーピア入居者募集…•2

IS014001の成果を報告…•4

マナーを守って住みよい町に…••5

「 B野とおtI戸」……………•7
ふるさと博物館企画展 12月20日～4月6日

防犯・防火につとめましょう…••S

日

本庁 ・七生支所・豊田駅連絡所

水道事務所、市立病院

女性センター ゜生活・保健センター、東部会館

中央図書館・高幡図書館

日野圏書館 ・多摩平図書館
平山図書館・百草図書館図

書

館

゜
゜
゜

百草台児童圏書館

市政図書室

゜移動図書館「ひまわリ号」

亭 3

1 ::r--丁1-
年内は12月2()日（金）まで、新年は 1月？日（火）から

中央公民館、勤労•青年会館
南平体育館、市民陸上競技場

福祉センター、かしの木荘 ゜児 童 館

゜東部子ども家庭支援センター

゜ふるさと博物館

市民会館・七生公会堂
とよだ市民ギャラリー ゜教職員研究室・教育相談室

゜市営火葬場、南多摩斎場（注）

゜し
尿

くみ取り・浄化槽の清掃

（年末は早めに申し込みを）

゜

゜
゜

゜

゜
゜

゜
゜ ゜ 年

末
年
始
の
休
み
中
、
出
生
・
婚
姻

・
死
亡
な
ど
の
届
け
出
は
、
市
役
所
本

庁
舎
で
受
け
付
け
ま
す
。

-i¥響遭h置 ト ー

（注）市営火葬場は12月30日午後 1時までです。南多摩斎場の式場は12月30日の通夜から 1月5日の告別式まで利用できません

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
日
程
が
異
な
り
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ

さ
い
。
こ
み
・
資
源
物
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
広
報
今
号

2
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
年
始
の

早

土
曜
開
庁
業
務
は

休
み
ま
す
一
市
で
は

11
月
か
ら
の
土
曜
日
に
一
部

の
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
が
、

12
月
28

日
と

1
月
4
日
は
、
市
役
所
・
七
生
支

所
・
豊
田
駅
連
絡
所
の
業
務
は
休
み
ま

す
。

1
5
 



市役所代表電話
TEL.042-585-111 l 

●年末年始のこみ・資源物回収スケジュール

23日（祝） 24日（火）

可燃・段ボール 1

不燃・有害・

雑誌・びん

可燃・段ボール 1

不燃・有害・
雑誌

25日（水）

新

新

聞

聞

12 

26日（木）

月

可燃・牛乳パッ
ク類・古布

可燃・牛乳パッ

ク類・古布

27日（金）

か

か

ん

ん

28日（土）

可

可

燃

燃

可燃・段ボール 雑 誌 新 聞
可燃・牛乳パッ
ク類・古布

不燃・有害・

かん・びん
可

可燃・段ボール 雑誌 新 聞
可燃・牛乳バッ
ク類・古布

不燃・有害・

かん
可

可燃・段ボール 雑 誌
不燃・有害・

新聞・びん

可燃・牛乳パッ

ク類・古布
か ん 可

可 燃
不燃・有害・ペット

ポトル・トレー類
可 燃

不燃・有害・びん 可 燃
ペットボトル・

トレー類
可 燃

不燃・有害 可 燃
ペットボトル・
トレー類

可 燃

可 燃
ペットボトル・

トレー類
不燃・有害・びん 可 燃

可 燃
ペットボトル・

トレー類
不 燃・有 害 可 燃

※雑誌・・ 9•雑誌・雑紙類

第1053号 平 成14年12月15日

■可
燃
ご
み
を
臨
時
収
集
し
ま
す

今
年
の
年
末
年
始
は
収
集
休
止
日
が

長
い
た
め
、

12
月
28
日
5
.
2
9
日
仰
の

2
日
間
、
地
区
別
で
可
燃
ご
み
の
み
臨

時
収
集
を
行
い
ま
す
。
左
表
を
確
認
の

う
え
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
年
末
年
始
は
、
ご
み
の

類布古肩古布古

量
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
ご
み
に
な

る
も
の
は
購
入
し
な
い
、
食
べ
残
し
は

し
な
い
な
ど
、
ご
み
が
発
生
し
に
く
い

工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
は
届

き
ま
し
た
か
？

平
成
15
年
の
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
家
庭
に
戸
別
配
布
し
ま
し

た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■剪
定
枝
の
拠
点
収
集

(
1
月）

剪
定
枝
・
葉
の
み
を
左
表
の
拠
点
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
剪
定
枝
は

可
燃
ご
み
収
集
日
に
2
束
ま
で
試
験
的

に
戸
別
収
集
し
て
い
ま
す
。
1
束
の
長

さ
5
0
巧
以
内
・
直
径
30
巧
以
内
、

1
本

の
枝
の
太
さ
は

5
巧
以
内
で
す
。
事
業

所
で
出
た
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

マ
拠
点
収
集
会
場
の
変
更

東
光
寺
第
1
緑
地
の
会
場
を
、
来
年

1
月
か
ら
新
坂
下
公
園
（
左
図
参
照
）

に
変
更
し
ま
す
。

午
後
1
時

30
分
ー
3
時

30分

■平
成
14
年
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン

ダ
ー
の
訂
正

平
成
14
年
の
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ

ン
ダ
ー
の
記
載
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
「
南
平
地
区
」
の
最
終
収
集
は

12

月
30
日
同
で
は
な
く

12
月
2
9
日
⑲
（
臨

時
収
集
）
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す
。

以
上
、
い
~

問
合
せ
先
1
1
リ

サ
イ
ク
ル
、
課
(
〖
5
8
1
.
0
4
4
4
)

9日困 多摩平第1公園

10日画 高幡不動駅北第4駐輪場入口

15日困 リサイクル事務所

16日困 さかい公園

21日図ハケ下公園

22日困 鳥と緑の国際センター

23日休） 日野台公園

27日侑） 黒川地域広場

28日肉 沢田公園

29日困 まつばやし地区広場

（
必
着
）
ま

■都
営
住
宅
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
地
元
割

当
）
新
築
・
空
き
家
入
居
者
募
集

▽
募
集
戸
数
11
単
身
者
用
…
新
築
10
戸

・
空
き
家
2
戸、

2
人
世
帯
用
…
新
築

2
戸
・
空
き
家
1
戸

▽
申
込
資
格
11
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
単
身
者
用
…
①
6
5
歳
以
上
の
単
身

者
。
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
著
し
い
障

害
が
あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
介
護

を
受
け
ら
れ
る
②
申
し
込
み
日
現
在
市

内
に
居
住
し
、
か
つ
都
内
に

3
年
以
上

居
住
し
て
い
る
③
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
内
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る

②
2
人
世
帯
用
…
①
申
込
者
本
人
が
6
5

歳
以
上
②
申
し
込
み
日
現
在
市
内
に
居

住
し
、
か
つ
都
内
に
3
年
以
上
居
住
し

て
い
る
③
6
5
歳
以
上
の
同
居
親
族
が
い

る
（
配
偶
者
の
場
合
は
お
お
む
ね
6
0
歳

以
上
）
④
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

⑤
住
宅
に
困
っ
て
い
る

※
詳
細
は
「
募
集
の
し
お
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い

▽
募
集
の
し
お
り
の
配
布
1
1
1
2
月
16
日

⑲
S
2
4
日
因
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5
時
15
分
に
市

役
所
1
階
市
民
相
談
窓
口
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡
所
で
配
布

▽
申
込
み
1
1
1
2
月
26
日
困

で
に
郵
送
で
管
財
課
ヘ

誡

.
12
月
22
日
は
ゆ
ず
湯
の
日

S
6
5歳
以

上
の
方
は
無
料
で
入
浴

お
風
呂
屋
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

市
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
の
方
は
、
次
の

浴
場
に
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
2
月
22
日
回
午
後
4
時
ー
11

時▽
実
施
浴
場
11
亀
の
湯
（
大
坂
上
4
の

18
の
35
大
坂
上
中
西
側
）
、
ひ
の
湯
（
日

野
本
町
3
の
13
の
16
八
坂
神
社
裏
）

図
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課

■日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
1

月

1
0日
画
・
1
6日
困

•

•2
4

日
⑱
•
3
0日
困
午
前
9
時
S

正
午
※
事

前
に
連
絡
を

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
室

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

■介
護
保
険
の
新
規
事
業
者
を
紹
介

新
し
く
指
定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
内
容
・
事
業
者
名
11
居
宅
介
護
支
援

…
日
野
福
祉
サ
ー
ビ
ス
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
（
多
摩
平
3
の
2
の
18
ラ
・
タ

マ
ダ
イ
ラ
ラ
ン
ジ
ェ

3
階
C
5
8
1
.
2
9

4
3
)
／
訪
問
介
護
・
・
・
お
て
だ
ま
介
護

サ
ー
ビ
ス
日
野
（
大
坂
上

1
の
32
の
8

T
Y

ビ
ル
日
野
5

階
〖
5
8
9
.
2
6
6
0
)

／
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
…
ラ
イ

フ
コ
ミ
ュ
ー
ン
日
野
（
万
願
寺88〖
5
8
6
.

6
0
9
0
)
 

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
在
宅
サ
ー

ビ
ス
係

■介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
る
第
2
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
内
容
等
を
審
議
す

る
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
2
月
25
日
困
午
後
2
時
8
4

時▽
会
場
11
市
役
所
5
階
504
会
議
室

▽
申
込
み
先
11
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係■プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
カ
ワ
セ
ミ
商
品

券
」
の
ご
利
用
は
お
早
め
に

日
野
市
商
業
協
同
組
合
発
行
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
「
カ
ワ
セ
ミ
商
品
券
」
の

使
用
期
限
は

12
月
31
日
因
ま
で
で
す
。

お
持
ち
の
方
は
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ

、。
し

ま
た
、
取
扱
店
の
方
に
よ
る
金
融
機

関
で
の
換
金
期
限
は

1
月
31
日
画
ま
で

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11

日
野
市
商
業
協
同
組
合

(
〖5
8
4
·
1
6
3
1
)

／
市
産
業
振
興
課

■平
成

1
5
.
1
6
年
度
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

平
成
1
5
.
1
6
年
度
に
日
野
市
が
発
注

す
る
工
事
の
請
負
契
約
、
設
計
、
測
量

及
び
地
質
調
査
の
委
託
契
約
に
係
る
競

■平
成
15
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
31
日
が
期
限
で
す

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
個

人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い

て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
用
紙
は
12
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

の
で
、

1
月
31
日
画
ま
で
に
忘
れ
ず
に

t
“
 

r

1
歳
に

7
な
り
ま
し
だ

渡
邊
陸
斗
く
ん

（
わ
た
な
ベ
・
り
＜

と
。
平
成
13
年
12
月
1
日
午
後
5
時

35
分
生
ま
れ
。
父
・
猛
雄
さ
ん
、
母

・
オ
リ
エ
さ
ん
。
宮
在
住
）

魚
や
野
菜
な
ど
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る
陸
斗
く
ん
。
特
に
プ
リ

ン
は
大
好
物
。

近
ご
ろ
夢
中
な
の
は
、
戸
棚
の
と

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
受
付
日
1
1
1
月
15
日
困
ー
21
日
因
…

業
者
名
の
頭
文
字
が
、
ナ
、
ハ
、
マ
、
ヤ
、
ラ
、

ワ
行
の
業
者
／
1
月
22
日
困
S
2
8
日
図

…
同
サ
、
夕
行
の
業
者
／
1
月
2
9
日
困

S
2
月
4
日
因
：
・
同
ア
、
力
行
の
業
者

▽
受
付
時
間
11
午
前

9
時
S
1
1
時
30

分
、
午
後
1
時
ー
4
時
※
い
ず
れ
も
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
1
階
101
会
議
室

▽
申
請
用
紙
11

日
野
市
独
自
様
式
※
市

役
所
1
階
売
店
で
販
売
中

▽
問
合
せ
先
11
管
財
課
契
約
係

■工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

こ
の
調
査
は

12
月
31
日
因
を
調
査
日

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調

査
し
ま
す
。
1
月
中
旬
か
ら
調
査
貝
が

伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ
先
11
企
画
調
整
課

■教
育
委
員
会
第
9
回
定
例
会

平
成
14
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第

9
回
定
例
会
は
、

12
月
26
日
困
に
開
催

予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

~
_
―
ー

.＇ 

び
ら
を
開
け
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物

を
取
り
出
す
い
た
ず
ら
。
さ
あ
、
今

日
も
宝
探
し
に
出
発
だ
。

申
告
し
て
く
だ
さ
い

も
構
い
ま
せ
ん
）
。

な
お
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
た

方
、
以
前
か
ら
事
業
を
営
ん
で
い
て
も

今
月
中
に
申
告
書
が
届
か
な
い
方
は
、

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係

胃

長
の
動
き

(11
月
後
半
）

▽
17
日
11
浅
川
で
手
を
つ
な
ご
う
（
ふ

れ
あ
い
橋
）
、
日
野
の
自
然
を
守
る
会
創

立
30
周
年
記
念
式
典
（
庁
内
）
、
ふ
れ
あ

い
芸
能
祭
（七
生
公
会
堂
）
に
挨
拶
▽

18

日
11
束
京
都
市
長
会
役
員
会
議

（
自
治

会
館
）
に
出
席
▽
1
9
日
11

日
野
市
平
山

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
総
会
（
束
京

南
農
協
七
生
支
店
）
に
挨
拶
▽

20
日
11

東
京
都
市
長
会
環
境
部
会
（
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

21
日
11
日
野
市
青
少
年
問
題

協
議
会
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

挨
拶
▽

24
日
11
自
然
体
験
の
つ
ど
い
・

さ
つ
ま
っ
子
あ
つ
ま
れ
（
二
小
）
に
挨

拶
▽

25
日
11
東
京
都
市
長
会
議
、
多
摩

地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
構
成
市
町
村

長
会
議
ほ
か
（
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

26
日
11
定
例
記
者
会
見
（
庁
内
）
、
日
野

市
青
少
年
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
会

議
（
庁
内
）
に
出
席
、
市
長
と
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
（
第

一
日
野
万
下
自
治
会
）

▽
27
日
11

日
野
市
地
域
保
健
協
議
会

（生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
、
定
例
庁
議

（
庁
内
）
に
出
席
▽

28
日
11
中
学
生
・
税

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
状
授
与
式

（三
沢
中
）
に
出
席
、
日
野
市
果
実
組
合

山
じ
ま
い

（市
内
）
に
挨
拶
▽
2
9
日
11

日

野
市
都
市
計
画
審
議
会
（
庁
内
）
に
挨
拶 こ

（
申
告
は
郵
送
で

R 



第1053号平成14年12月15日 市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

L12月後期休日診療医
診療時問 9: 00---12 : 00 13 : OD-17 : 00 

~ 旭が丘耳鼻咽喉科（耳科） 野田医院（整・外・皮・内科）
旭が丘1-7-3グローリー旭が丘1階 豊田3-27-8ft581-0435 

ft587-4800 

至
八
王
子
駅

~ 多摩平整形外科（整） 石川クリニック（内・児科）
多摩平5-4-3ff584-6806 高幡6-3ff593-8 l l 3 

至
百
草
園
駅
モ
ノ
レ
ー
レ

，
高
幡
不
動
5

ー・・・・・
己

n
―二口

●（表 1）ひとり親家庭医療費助成所得制限額表

0人 200.0 311.4 244.0 

1人 238.0 365.0 282.0 

2人 276.0 412.5 320.0 467.5 

3人 314.0 460.0 358.0 

■ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

母
子
・
父
子
家
庭
や
、
そ
れ
に
準
ず

る
家
庭
の
方
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
診
療
の
際
、

こ
の
医
療
証
と
健
康
保
険
証
の
提
示

で
、
保
険
診
療
の
一
部
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
1
月
1
日
か
ら
は
平
成
13
年
中

の
所
得
で
判
定
し
ま
す
。
な
お
、
既
に

現
況
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
申
請
は
不

要
で
す
。

▽
受
給
要
件
11
①
市
内
在
住
の
母
子
・

父
子
家
庭
か
、
そ
れ
に
準
ず
る
家
庭

（
父
母
以
外
の
養
育
者
、
親
が
重
度
の

障
害
者
等
）
②
昭
和
59
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
（
助
成
期
間

は
18
歳
の
年
度
末
ま
で
）

③
各
種
健
康

ヽ
~円万位単（

 

372.5 

420.0 

515.0 

4人| 352. 0 | 507.5 
※5人目以降は l人につき38万円を加算

日
至 ・※所得額には社会保険料控除相当額（一律控除分） 8万円が加算されています

※給与所得者は平成13年分源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、確定申告を

した方は平成13年分確定申告書（控）の「所得額合計」をこ覧ください

※その他にも控除できるものがあります。詳しくは問い合わせを

●（表2）児童手当所得制限額表

396.0 562.5 

至豊田駅

゜
0人 309.0 453.9 468.0 652.7 

1人 347.0 501.5 506.0 695.5 

2人 385.0 548.7 544.0 

保
険
に
加
入
④
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
⑤
児
童
を
里
親
に
委
託
し
た
り
、

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
れ
て
い
な
い
⑥

東
京
都
心
身
障
害
者
医
療
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
（
子
ま
た
は
親
の
み
が
受

け
て
い
る
場
合
は
可
）

⑦
平
成
13
年
中

の
所
得
が
制
限
額
未
満
（
表
1
参
照
）

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

■児
童
手
当
の
申
請
を

対
象
と
な
る
方
は
早
め
に
市
役
所
2

階
児
童
福
祉
課
で
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
養

育
し
、
平
成
13
年
中
の
所
得
が
制
限
額

未
満
の
方
（
表
2
参
照
）

▽
支
給
額1
1第
1
•

第
2

子
…
1

人
に

つ
き
月
5
千
円
、
第
3
子
以
降
…

1
人

に
つ
き
月
1
万
円

▽
支
給
期
間
11
申
請
の
翌
月
分
i
小
学

‘,‘, 
円万位庫

737.7 

｀ 
土方クリニック（内・児消科） 松田整形外科医院（外・整科）

石田403-22ff587-7171 百草999-281-20l ft593-8 l 75 

3人

佐々木クリニック（内・児・循覇器内科） 田中内科クリニック（内科）
多摩平1-8-1 0 !!585-2591 三沢3-53-9鈴蘭ピル

!!593-7576 
モノレール高幡不口駅n至新井橋

休日歯科応急
修療所

至
+-H百

レ京王線畠

七生支所

駅

畷堀井内科クリニック（胃・内科） 只王平山クリニック（外・内科）
多摩平2-5-3豊田パールハイツ1階 平山2-37-8ff592-5 l l l 

ff589-0730 

目， 
駅

畷日野医院（胸・内・消科） 三沢台診療所（児・内科）
日野本町4-3-l ff58 l -0309 三沢2-l 2-1 3 ff592-0466 

至
立
JII

q 
山本クリニック（内循・児科） 日野田中病院（内胃・放）

神明4-24-1 ff584-5633 豊田2-32-1云584-5251

至立川駅 口匹士心='ロ

-日野本町1-7-2 n584-l 661 
士曜日曜日、祝日

19:30~22:30（受け付けは22:20まで）

至立川駅

至高幡 京王線

-高幡308-l ft回594-2111
日曜日、祝日

g:00~12:00、l3:00~ 17:00 
（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅 n至新井橋

4人 1 :：: ：1 :: :1 ::: 1 ::: 
※所得額には社会保険料控除相当額（一律控除分） 8万円が加算されています

※扶養親族数は平成13年中の人数で控除対象配偶者を含みます

●（表3）多子世帯養育手当所得制限額表

校
入
学
前

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
厚

生
・
共
済
年
金
加
入
者
は
年
金
加
入
証

明
書
③
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
を
除
く
）
④
平
成
1
4
年
1
月
1
日

以
降
の
転
入
者
は
平
成
1
4
年
1
月
1
日

現
在
の
住
所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成
1
4

年
度
課
税
（
所
得
）
証
明
書
※
②
＼
④

は
後
日
提
出
可

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

■お
子
さ
ん
が

4
人
以
上
い
る
方
に

S

多
子
世
帯
養
育
手
当

児
童
手
当
で
所
得
が
制
限
額
以
上
の

方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
①
18
歳
未
満

(18
歳
に
な
っ
た
年

の
年
度
末
ま
で
を
含
む
）
の
児
童
を
4

人
以
上
養
育
中
②
4
人
目
以
降
の
児
童

が
中
学
生
以
下
（
児
童
手
当
を
受
け
て

‘,'‘ 円万位単（
 

0人

1人

2人

3人

4人

※5人目以降は 1人につき45万円を加算

※所得額には社会保険料控除相当額（一律控除分）8万円が加算されています

※扶養親族数は平成13年中の人数で控除対象配偶者を含みます

■離
乳
食
教
室

▽
日
時
1
1
1
月
21
日
因
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
話
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）
げ

▽
対
象
11
生
後
4
ー

5
カ
月
児
（
お
お

む
ね
平
成
1
4
年
8
月
生
ま
れ
）
と
保
護

者
※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物
11
箪
記
用
具
・
母
子
手
帳

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
p
5
8
1
.
4
1

1
1
)
 

■訪
問
し
て
保
健
指
導
を
行
い
ま
す

在
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る

40
歳
以
上

の
方
で
、
保
健
指
導
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

・
歯
科
衛
生
士
・
理
学
療
法
士
が
、
訪

問
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容
11
家
庭
に
お
け
る
療
養
方
法
、

機
能
訓
練
の
方
法
な
ど

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
C
5
8
1
.
4
1
 

552.5 

597.5 

642.5 

687.5 

732.5 

▽ ●老人保健の自己負担限度額

>こ1定以上の所得者 40,200円 72,300円＋旦喜宣贔認雷計

量 □ 三冒；
救急病院12月後期宿日直予定表

訟 } ◇咬喩締9 闊I 昌I ]¢ I 悶I 閂
◇··昼 』•夜

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター（日野消防署ff581-0119)へ問い合わせを

旦疇閾悶1誓ばI己1塁冒にI悶
内

科

小

児

科

内

科

小

児

科

内

科

J
小

児

科

◇

内

科

外

科

整

形

外

科

脳
神
経
外
科

外

科

眼

科

J
外

科

◇

外

科

産

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

婦

療
臀

い
る
・
受
け
ら
れ
る
児
童
を
除
く
）
③

平
成

13
年
中
の
所
得
が
制
限
額
未
満

（表
3
参
照
）

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
4
人

目
以
降
の
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
月
5

千
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除

v)
③
平
成
1
4
年
1
月
1
日
以
降
の
転

入
者
は
平
成
1
4
年
1
月
1
日
現
在
の
住

所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成
1
4
年
度
課
税

（
所
得
）
証
明
書

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

1
1
)
 

■老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
へ

同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
限

度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超
え
た
分
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
限
度
額

は
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
左
表

参
照
）
。
該
当
す
る
方
に
は
、
診
療
月

の
2
カ
月
後
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代

な
ど
は
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

低
所
得
者
I
.
I
I
の
方
は
減
額
認
定
証

が
必
要
と
な
り
ま
す

小

児

科

内

科

小

児

科

内

科

J
小

児

科

◇

内

科

皮

膚

科

整

形

外

科

整

形

外

科

外

科

≫

脳
神
経
外
科

◇

脳
神
経
外
科

人 科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

R 
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▲子どもたちの憩いの場を守ろう

公
園
内
で
大
き
な
音
や
声
を
出
し

て
騒
い
だ
り
、
夜
中
に
バ
イ
ク
や
花

火
で
遊
ぶ
と
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
公
園
利
用
者
が
安
全
に
公

園
を
使
え
る
よ
う
、
公
園
を
利
用
し

•i •• ．縫..鬱鍮 攀鋤

．暢 ° 鍮
. •．鬱 r雀“ 傷°・. 

鬱 • 
轡

公園などの トイレは皆さ んが使用する • 

綸 施設です。後に使う人が気持ちよく使える • ． 
鬱 ょうに、丁寧に、きれいに使用してください。・
畢

・ また故障の原因になりますので、異物を流 籍

鬱
● したり、ごみを置き 去 りにしないよう .• 

鴫 お願いします。 攀
鬱

熊

．疇 嬌疇亀 ．．．
書●疇攀噸 0 ・響

ー
を
守
っ
て
恒

む〉

このようなマナー違反によって、市民の皆さんからの大切な

税金が、清掃や修繕等の余計な経費に使われてしまうことにな

ります。絶対にやめましょう。

マナー違反の行為を見かけた場合には、市役所へ連絡してい

ただくなどのご協力をお願いします。

（土木課・緑と清流課・リサイクル推進課・市長公室広報担当）

,"]i
 

れ
て
）い
ま
｝

市
内
に
は
、
公
園
・
緑
地
な
ど
市
民
の
憩
い
の
場
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
々
の
生
活
に
憩
い
と
う
る
お
い
を
与

え
て
く
れ
る
公
園
も
、
一
部
の
マ
ナ
ー
違
反
を
す
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
、
落
書
き
さ
れ
た
り
、
汚
さ
れ
た
り
し
て
、
憩
い
の
場

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ

ナ
ー
違
反
を
防
ぐ
た
め
に
、
市
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
身
近
な
地
域
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
も
必
要
で
す
。

市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
公
園
・
緑
地
を
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
マ
ナ
ー
で
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公
間
の
砂
場
な
ど
で
し
ば
し
ば
フ
ン

を
見
か
け
ま
す
。
砂
場
は
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
で
も
あ
り
、
衛
生
面
で
も
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩
の
際
に
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
持
参
し
、
フ
ン
は
持
ち
帰
っ

て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

「
公
園
で
犬
が
放
さ
れ
て
い

て
、
安
心
し
て
利
用
で
き
な
い
」
と
利

用
者
か
ら
連
絡
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
の
中
に

は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
犬
の
苦
手
な

方
も
い
ま
す
。
犬
を
連
れ
て
公
園
を
利

用
さ
れ
る
際
は
、
他
の
利
用
者
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
必
ず
引
き
綱
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
鬱
鬱
●
●
●
蝙
轡

．
．
．
 
薩
霧
鬱
●
●
疇
●
●
●
鬱

．
．
．
．
 魯
魯
・
編
鬱
籍
●
書
●
●
鬱
・
蝙

0

會

．
 

．
 

• 

．
 

．
 

．
 

鬱

゜

鬱

響

．
 

輝

゜

．
 

鬱

嘩

蝙

疇

．
 

鴫

鬱

鰤

．
 

囀

．
 

唸

．
 

寧

．
 

響

鬱

て
集
会
や
仮
設
工
作
物
等
を
設
け
て

行
事
を
行
う
等
、
管
理
上
制
限
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
行
為
を
す
る
際

は、

「
公
圃
内
行
為
許
可
の
申
請
」
が

必
要
で
す
。

詳
細
は
緑
と
清
流
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

蕃
轡
禽
嚇
嶋
羞
鬱
霞
〇
摯
●
馨
●
諭
編
・
・

．
 

攣

．
 

紛

•
A

、
ミ

゜

鬱

ふ―-

.

疇

昇一
み
の
置
J
}

5
．

雫

秀

’§
7
;ii~

鬱

：器：

棄
谷ポ
イ
捨
で
因3

ざ

糠

．
 

゜

●
 

鬱0

公
園
や
河
川
敷
、
雑
木
林
に
家
庭
の
ご
み

彎

や
、
粗
大
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
よ

0

論

鱒

．
 

く
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
や
道
端
に

空
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
投
げ
拾
て
て

．

い
く
人
の
姿
を
見
か
け
ま
す。

•

．゚
 

市
で
は
、
「
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
条
例
（
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
）」を
制定
•

し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
バ
ト

鰤鬱

．
 

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。ご
み
や
資
源
物
は
ル
ー
ル
を
守

っ
て
、
正

鋼

し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
き
な
が
ら
の

・嶋

タ
バ

コ
は
す
れ
違
う
人
や
小
さ
な
子
ど
も
の

鱗

顔
な
ど
に
あ
た
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ

畿

• 

コ
を
吸
つ
人
も
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
•

鬱

総

攀

桑

｀

鍛

蕩

．
 

の覇り編み

◆点検と見直し
平成13年度の取り組みにおいては、エネルギー使用削減に関連する 6項

目のうち 4項目で目標を達成することができました。また目標を達成するこ

とができなかった項目についても前年と比較すると改善が進んでいます。

そして来年には IS 014001認証の有効期限である 3年が経過するため、

更新のための審査を受けなければなりませんので、気を引き締めてシステム

の運用に努めます。

r -
1 グラフの見方 左 軸…毎月の使用温 （棒グラフ）の単位

右軸…累 計の使用量（折れ線グラフ）の単位
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＝
＝
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●コピー用紙 単位：万枚

（月使用量）
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● 一 般 ガ ス （ガスコンロなどで使用するガス） 一単位 ：立方メートル
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月
6
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7
月

市役所本庁舎において、 「環境マネジメン

トシステム（注 1)」の運用を開始してから 2

年が経過しました。1S014001（注2)の認証

を受けたのは、平成12年12月7日でした。内

部環境監査の実施などにより緊張感を保つ努

（注 l)環境マネジメン トシステム・・企業や自治体などの活動

から発生する環境への影響を自主的に改善していくた

めの経営管理手法のひとつ

力を行い、今年11月6日には 2回目の定期審

査を受け、 1S014001認証登録の継続が認め

られました。市役所本庁舎が取り組んだ環境

負荷軽低減への取り組み（平成1笠E度分）の

成果を紹介します。 （環境保全課）

（注2) 1 S0 1 400 1 •••国際標準化機構が発行する環境マネジメン

トシステムに関する国際規格。日本ではJISが翻訳し

ている

棒グラフ左側 n…平成11年度の月使用量

棒グラフ右側 9…平成13年度の月使用量

折れ線グラフ -O-…平成11年 度 累 計

折れ線グラフ ー0-• ••平成13年度累計

8
月

9
月

1
月

12
月

11
月

10
月

2
月

（累計）

4,000 

3
月
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2,400 

1,600 

800 

゜

目 1本庁舎のコピー用紙使

標
用量を平成11年度比
16％削減する

11年度実績

3,500,000枚

迂
13年度実績

2,885,000枚

賛両面コピーや裏紙利用の徹底
などに取り組み、目標を達成
することができました。

11年度実績

112,491立メートル

13年度実績

106,270立方メートル

庁舎内温度の管理による空
調機の負荷低減により目標
を達成できました。

●電気 単位 kwh 

（月使用量）
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●中圧ガス （エアコンなどに使用するガス） 単位 ：立方メートル

市
内
の
壁
や
塀
い
っ
ぱ
い
に
落

書
き
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
落
書
き
ひ
と
つ
を
消

す
た
め
に
は
、
数
万
円

S
数
十
万

円
程
度
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
洛
書
き
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

（月使用量）
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:
廃
棄
物
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
】

本庁舎の電気使用量を
平成11年度比 5％削減
する

ll年度実績

l,224,920kwh 

頭
13年度実績

l,247,6 l 6kwh 

｀ 
パソコン設置台数の増加な
どにより目標を達成できま

せんでした。

△0 
可燃物の廃棄賣を
平成11年度比25%

削減する

11年度実績

16,716屈

13年度実績

8,406kg 

リサイクルの徹底により可
燃こみの排出を削減するこ
とができました。

単位：立方メートル

（月使用量）
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ll年度実績

12,914立方メートル

13年度実績

9,210立方メートル

マイポットの徹底などにより
目標を達成することができま
した。

●ガソリン
•Z口ZE,lllll』~l

単位：リットル

（月使用璽）
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5
月

6
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7
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8
月

9
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1
月
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月
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月
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月

2
月

3
月

（累計）
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゜

ガソリン、軽油の使用量を
平成ll年度比3％削減する

11年度実績

72,112リットル

13年度実績

71,910リットル

天然ガス自動車の導入により削減
が進みましたが、目標には及びま
せんでした。

゜
市役所代表電話 TEL.042-585-1111 
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市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

第1053号 平 成14年12月15日

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無
料

相
談12

月
16
日
⑲
・
1
7
日
因
午
前
9
時
ー

午
後
6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4
2
6

.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
年
末
ヤ
ミ
金
・
ク
レ
サ
ラ
110
番
相
談

会

・
12
月
21
日
田
・

22
日
⑩
午
前
1
0
時
S

午
後
4
時
／
司
法
書
士
会
館
（
新
宿
区

本
塩
町
9
の
3
)
／
①
電
話
に
よ
る
相

談
②
面
談
に
よ
る
相
談
（
予
約
制
）
／
相

談
電
話
番
号
0
3
.
3
3
5
3
.
9
2
0
5

※
面
談
予
約
は
月
曜
ー
金
曜
日
の
午
前

9
時
ー
午
後
5
時
に
東
京
司
法
書
士
会

（
斎
藤
〖0
3
.
3
3
5
3
.
9
1
9
1
)

へ

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
体
験
・
見
学

…
12
月
16
日
⑲
午
前
1
0
時
45
分
S
正
午

▼
ボ
サ
ノ
バ
コ
ン
サ
ー
ト
…
12
月
22
日

⑲
午
後
3
時
か
ら
マ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

!
：
12
月
30
日
⑲
午
後
1
時
S
4
時
T

お
正
月
子
ど
も
書
き
初
め
教
室
…
1
月

5
日
⑲
午
前
1
0
時
S
正
午
▼
さ
わ
や
か

ス
イ
ミ
ン
グ
①
初
心
者
コ
ー
ス
…
1
月

16
日
8
3
月
6
日
の
毎
週
木
曜
日
午
前

10時
8
1
1
時
40
分
②
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
…
1
月
9
日
S

2
月
2
7
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
1
時
S

2
時
30
分
▼
朗
読

講
座
…
1
月
9
日
ー
3
月
2
7
日
の
第
2

•
第
4
木
曜
日
午
前
1
0
時
S

正
午
T
エ

ッ
セ
イ
を
書
く
…
1
月
11
日
S
3
月
15

日
の
土
曜
日
で
月
2
回
午
後
2
時
S
4

時
▼
日
本
画
入
門
…
1
月
8
日
ー
3
月

2
6日
の
第
2
•

第
4
水
曜
日
午
後1
時

1月15日号…… 12月18日（水）

2月 1 日号••…• 1月15日（水）

原稿は郵送かご持参で受け付け／政治・宗教・営利に関するも

のは掲載不可／問い合わせは各文末の代表者へ。市は関与し

ていません／特に記載のないものは原則無料／掲載後に苦情

があったものは、今後の掲載を見合わせていただきます

原稿締め切り日

30
分
S
3
時
30
分
▼
冬
休
み
日
帰
り
ス

キ
ー
参
加
者
募
集
中
／
費
用
等
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
／
同
セ
ン
タ
ー

(
6

5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

1
月
16
日
困
午
前
9
時
8
午
後
3
時

／
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／

300
円
／
目
黒
(
6
5
9
1
.
6
6
0
5
夜
間
）

＊
市
民
ス
キ
ー
教
室

2
月
7
日
⑱
午
後
9
時
S
1
0
日
同
午

後
1
0
時
／
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
／
40
人

/
3
万
5
千
円
（
昼
食
・
リ
フ
ト
代
別
）

※
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
げ
／
日
野
市
体
育
協

会
（
t
．
園

5
9
3
.
4
7
4
0
)
へ
申
込

／
日
野
市
ス
キ
ー
連
盟
（
遠
藤
P090.

1
1
1
5
.
1
0
4
o
)
 

＊
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
・
研
修

会
「
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
ス
テ
キ

S

聴
き
上
手
の
た
め
の
ワ
ー
ク
」

12
月
1
8
日
困
午
前
1
0
時
＼
正
午
／
多

摩
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
京
王
線
高

幡
不
動
駅
徒
歩
2
分
）

／
石
川
文
子
氏

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
／
30
人
／
500
円
（
資

料
代
）

／
子
ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
（
綾
部
t
．
晒
592
．
1
8
5
7
)

＊
日
野
市
華
道
連
盟
「
お
正
月
生
け
花

講
習
会
」

12
月
2
7
日
画
午
前
1
0
時
S
1
1
時
30
分

／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
2
千
500
円
／

1
2月
2
0
日
細
ま
で
に三村
(
〖
5
8
1
.
4

6
4
k
)

へ

＊
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

1
月
23
日
困
午
前
9
時
30
分
i
正
午

と
午
後
1
時
30
分
8
4
時
…
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
、

1
月
24
日
画
午
後
6
時

3
0分
S
9

時
：
勤
労
•
青
年
会
館
／
初

心
者
、
中
高
年
者
／
1
千
円
／
パ
ソ
コ

ン
同
好
会
（
村
上

B
5
8
4
.
1
3
8
1
)

へ
申
込

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会
の
も

よ
お
し

▼
地
図
カ
レ
ン
ダ
ー
展
：
・

12
月
1
7
日
的

ー
22
日
⑩
／
高
幡
図
書
館
▼
地
図
開
き

…
1
月
16
日
困
S
1
9
日
仰
／
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を
／
菊
澤

(
6
5
9
1
.
3
3
7

＊
童
謡
の
会
こ
ま
く
さ
＆
朗
読
サ
ー
ク

ル
モ
チ
モ
チ
・
ク
リ
ス
マ
ス
プ
チ
コ
ン

サ
ー
ト

12
月
1
9
日
困
午
後
2
時
i
3
時
30
分

／
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー／
渥
美
(
〖5
9
4
.

7
5
5
1
)
 

＊
自
主
練
習
の
会
M
&
T
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

12
月
21
日
国
午
後
6
時
15
分
S
9
時

／
東
部
会
館
／
5
0
0
円
／
岩
崎
(
〖
5
8
3
.

3
9
6
9
)
 

＊
日
野
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
新
春

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

1
月
5
日
⑲
午
後
2
時
ー
4
時
30
分

／
南
平
体
育
館
／
5
0
0
円
／
阪
田
(
〖5
8
3
.

9
9
8
8
-

＊
パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
フ
ル
ー
ト
の
集
い

1
月
1
8
日
出
午
後
2
時
か
ら
／
七
生

公
会
堂
／
清
水
き
よ
し
（
パ
ン
ト
マ
イ

ム
）
、
上
野
善
巳
（
フ
ル
ー
ト
）

／
1
月

10日
画
ま
で
に
都
立
七
生
養
護
学
校

(
t
5
9
1
.
1
0
9
5
)

へ

全
墾
罰
“
も

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

1
月
12
日
⑲
・
2
月
9
日
⑲
午
前
9

時
ー
午
後
3
時
／
高
幡
不
動
尊
境
内
／

2
千
円
／
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)
 

＊
身
体
障
害
児
者
通
所
訓
練
施
設
か
ざ

ぐ
る
ま
の
家
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

1
月
26
日
仰
に
行
わ
れ
る
バ
ザ
ー
の

た
め
の
物
品
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
に
伺
い
ま
す／
同
施
設
(
〖
5
9
3
.

2
3
0
6
)
 

＊
丁
長
林
教
室
墨
彩
展

12
月
1
7
日
因
S
2
2
日
⑮
午
前
1
0
時
S

午
後
5
時
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
(
〖5
8
2
.

3
1
3
6
)
 

＊
ゆ
り
の
木
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
21
日
田
午
後
5
時
か
ら
／
日
野

台
教
会
／
蓼
沼
明
子
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏

／
難
民
支
援
募
金
ぁり
／
日
野
台
幼
稚
園

(<

581.2615)

*
N
P
O
法
人
や
ま
ぼ
う
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

毎
週
水
曜
8
金
曜
日
の
い
ず
れ
か
1

日
午
前
1
0
時
30
分
＼
午
後
2
時
／
障
害

者
通
所
授
産
施
設
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

お
ち
か
わ
屋
」
に
通
う
方
々
に
昼
食
(
1
0

人
分
）
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
方
／
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ
屋
(
〖59
2
.
o

6
0
1
)
 

先
着
順
で
掲
載
し
ま
す
。
2
度
目
以

降
の
掲
載
は
前
回
掲
載
日
の

3
カ
月
後

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
こ
ぶ
し
」

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
S
3
時

30
分
／
五
小
など
／
初
級
者
・
男
性
歓
迎

※
指
導
ぁり
／
入
会
金
1
千
円
、
月
2
千

円
／
木
村
(
〖
5
8
6
.
3
0
3
5
)

＊
ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
し
ま
せ
ん
か

①
毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
8

時
30
分
に
二
小
②
毎
週
金
曜
日
午
後
6

時
3
0分
S
8

時
3
0分
と
第
2
•

第
4
日

曜
日
午
前
1
0
時
｝
正
午
に
三
小
③
毎
週

土
曜
日
午
後
4
時
30
分
S
6
時
30
分
と

毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
45
分
8
8時
30

分
に
平
山
台
小
④
毎
週
日
曜
日
午
後
1

時
30
分
S
4
時
に
東
光
寺
小
⑤
毎
週
木

曜
日
午
後
6
時

8
9時
と
毎
週
日
曜
日

午
前
9
時
＼
正
午
に
南
平
小
など
／
初
心

者
歓
迎
／
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
連
盟

（武
石
〖
5
8
4
.
6
3
1
8
)

＊
木
彫
「
き
つ
つ
き
会
」

毎
月
第
2
•
第
4

水
曜
日
午
前
9
時

S
1
1
時
30
分
／
中
央
公
民
館
など
／
初
心

者
歓
迎
※
指
導
げ
／
月
500
円
（
材
料
費

別）

／
彫
刻
刀
持
参
／
成
瀬

(6592.

8
2
2
7
)
 

＊
ゴ
ル
フ
同
好
会
「
緑
水
会
」

月
1
S
2
回
火
曜
か
水
曜
日
／
近
隣

ゴ
ル
フ
場
で
の
コ
ン
ペ
や
練
習
ラ
ウ
ン

ド
を
通
じ
て
の
体
カ
・
仲
間
作
り
／
50

歳
以
上
／
月
2
千
円
／
同
会
（
遊
佐
〖

5
 

0
4
2
6
 .

.

 6
4
6
0
 

6
 

＊
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
30
分
S
9
時

／
下
町
下
河
原
地
区
セ
ン
タ
ー
など
／
入

会
金
1
千
円
、
月
2
千
500
円
（
月
4
回）

／
バ
ス
タ
オ
ル
持
参
／
中
山

(6592.

9
3
7
8
)
 

＊
生
涯
学
習
「
あ
け
ぼ
の
会
」

毎
月
第
2
•

第
4

水
曜
日
午
前
1
0
時

S
正
午
／
高
幡
図
書
館
など
／
①
弁
護
士

を
囲
ん
で
身
近
な
法
律
を
学
ぶ
②
ひ
の

21
世
紀
み
ら
い
塾
講
座
（
市
の
職
員
と

の
対
話
）／
月
1

千
円
／
石
黒
(
〖
5
9
2

•1234) 
＊
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
教
室
（
入
門
ク
ラ

ス）
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
S
4
時
／
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
など
／
入
会
金
1
千
円

月
2
千
500
円
※
プ
ロ
の
指
導
げ
／
鶴
岡

(
f
f
5
9
2
.
2
9
0
2
午
前
）

＊
中
国
語
を
学
ぼ
う
（
初
級
・
中
級
）

4
月
か
ら
の
月
2
回
日
曜
日
／
高
幡

図
書
館
など
／
中
国
語
を
学
び
な
が
ら
中

国
の
こ
と
を
知
ろ
う
／
初
級
4
人
、
中

級
8
人
／
年
2
千
円
、

1
回
1
千
100
円

か
く

／
日
中
辞
典
持
参
／
祁
(
〖
5
9
3
.
8
8

9
5
午
後
5
時
以
降
）

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ワ
ル
ツ
会
」

月
3
回
土
曜
日
午
後
6
時
8
1
0
時
／

勤
労
・
青
年
会
館

g
／
ダ
ン
ス
一
般
（
入

門
ー
中
級
）
※
プ
ロ
の
指
導
ぁり
／
6
千

円
(
1
0
回
）／
同
会
（
吉
村
〖
5
8
3
.
8

3
1
4
)
 

＊
日
野
市
民
吹
奏
楽
団

毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
8
5時
／
中

央
公
民
館
など
／
楽
器
の
用
意
が
出
来
る

50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
。
ブ
ラ
ン
ク
の

長
い
方
・
主
婦
・
見
学
歓
迎
／
月
1
千

円
（
高
校
生
以
下5
0
0
円
）
／
井
上
（
〖

5
8
1
.
9
1
3
5
午
後
8
時
以
降
）

＊
松
橋
奈
保
子
健
康
体
操

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0
時

30
分
か
ら

（
原
則
）

／
東
部
会
館
など
／
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
簡
単
な
筋
力
運
動
、
ス
ト
レ
ッ

チ
／
入
会
金
3
千
円
、
月
3
千
円
／
伊

藤

(
f
f
5
8
1
.
5
9
6
7
)

＊
多
摩
南
吹
奏
楽
団

毎
週
日
曜
日
の
午
後
ま
た
は
夜
間
／

五
小
など
／
月
2
千
円
／
山
田

(C591.

1
8
8
8
)
 

せ
い
も
く

＊
囲
碁
「
井
目
会
」

毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
S
5時
／
中

央
公
民
館
など
／
月
1
干
500
円
※
女
性
歓

迎
／
中
村
（
6
5
9
1
.
6
3
0
0
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
南
平
ソ
シ
ア
ル
」

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
S
3
時
／
南

平
体
育
館
など
／
月
2
千
円
※
男
性
（
初

級
か
ら
）
歓
迎
／
佐
久
間
(
〖
5
9
4
.
1

6
7
2
夜
間
）

＊
毘
沙
門
天
管
弦
楽
団

土
曜
日
午
後
5
時
ま
た
は
6
時
＼
9

時
ま
た
は
1
0
時
※
月
1
回
日
曜
日
の
場

合
あ
り
。
2
月
・

8
月
に
定
期
演
奏
会

／
八
王
子
市
・
多
摩
市
の
施
設
竺
／
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
経
験
の
あ
る
方
。
募
集
パ

ー
ト
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を
※
見

学
歓
迎
／
月
2
千
円
※
ほ
か
に
演
奏
会

参
加
費
ぁり
／
小
川
（
6
0
9
0
.
9
6
7
7

•9375) 
＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
か
し
の
木
七
期

会」
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
1
1
時

30
分
／
富
士
電
機
体
育
館
／
入
会
金
1

千
円
、
月
2
千
円
※
指
導
ぁり
／
高
橋

(<

592.0378)
＊
中
国
語
会
話
（
中
級
）

月
2
回
木
曜
日
午
後
7
時
S
9
時
／

さ
い
ぎ
ょ
う
ぐ
ん

し
ん
め
い
児
童
館
など
／
講
師
・
察
暁
軍

氏
（
実
践
女
子
大
講
師
）

／
月
3
千
円

／
加
藤

(
6
5
8
1
.
3
9
6
7
夜
間
）

＊
女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」

毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
ー
4
時
／
勤

労
•
青
年
会
館
な
ど／
ア
カ
ペ
ラ
童
謡
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
／
月
5
千
円
／
大
湖

(<

583.1757)
＊
き
も
の
着
つ
け
「
恵
秀
会
」

毎
月
第
2
•

第
4

水
曜
日
午
前
1
0
時

ー
正
午
、
午
後
7
時
ー
9
時
／
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
など
／
初
心
者
2
0
人
／
年
2

千
円
、
月
1
千
円
※
持
ち
物
は
問
い
合

わ
せ
を
／
戸
沢
(
〖
5
8
4
.
2
0
8
1
)

＊
ヵ
ト
レ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ア
レ
ン

ジ
と
草
月
流
い
け
ば
な

毎
月
第
2
•

第
4

木
曜
日
午
前
1
0
時

か
ら
と
午
後
7
時
か
ら
／
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
など
／
1
回
1
千
600
円
※
ほ

か
に
花
代
（
ア
レ
ン
ジ

1
千
500
円
、
い

け
ば
な
1

千
円
）
／
内
田
(
〖
5
8
3
.
6

0
8
5
)
 

mこ
の
欄
は
広
報
手
段
を
持
た
な
い
市

民
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル
等
（
主
に
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
）
の
活

動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
市
主
催
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
内
容
の

確
認
は
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
掲
載
後
に
苦
情
等
の
あ
っ
た

■東
京
都
消
防
操
法
大
会
出
場

S
――
 

も
の
は
、
今
後
の
掲
載
を
見
合
わ
せ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
政
治
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
・
会
員

募
集
（
以
下

「行
事
等
」
）
や
政
治
活
動

と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

③
宗
教
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
等
や
宗

教
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

（
企
業
な
ど
が
行
う
行
事
等
で
営
利
目

的
や
営
業
宣
伝
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等

は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

固

一
般
の
行
事
等
の
取
り
扱
い
は
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

①
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
会
員
募
集

は
、
同
好
の
仲
間
を
募
る
た
め
の
も
の

と
し
ま
す
。
「
私
が
教
え
ま
す
」
式
の
も

の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
同

一
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の

再
掲
載
は
、
掲
載
3
カ
月
後
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

②
営
利
を
目
的
と
す
る
教
室
な
ど
を
開

い
て
い
る
個
人
・
団
体
の
講
演
会
や
作

品
展
な
ど
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

③
行
事
等
の
参
加
費
用
は
、
必
要
費
、

材
料
費
等
の
実
費
、
常
識
範
囲
の
会
費

（
茶
菓
子
代
等
）
を
超
え
な
い
も
の
と

し
ま
す
。

．

④
営
利
目
的
と
み
な
さ
れ
る
バ
ザ
ー
や

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん
。

（
市
長
公
室
広
報
担
当
）

責
｝去

る
1
0
月
12
日
、
東
京
都
消
防
訓
練

所
に
て
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
日
野
市
消

防
団
第
6
分
団
第
2
部
の
団
員
が
出
場

し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合

い
「
優
良
賞
」
を
受
け
ま
し
た
。

〇
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▲ 「道中画譜jより日本橋風景

江
戸
は

260
余
年
に
わ
た
り
徳
川
幕
府

が
置
か
れ
、
天
保
年
間
(
1
8
3
0
S
1

8
4
4
)
に
は

100
万
人
以
上
の
人
々
が

住
む
世
界
最
大
の
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
a
 とお
江
戸

負
屯
L
U』
』
己
姑
二
戸
0

※公
当園

f111肩 に多

日 S

Uのし申 摩

ゅ靡叶
召＜ を？篇
貞H得腐9
" t 豆〗ン巾て・ -

り
ぃ591口橋集 ..... 1 
ま・ ~J 合 1 七 4
す 2 ／ 高 ／ 月 生 ，

l ［月塁虚心悶1

＂ ， 
6 25 I中閻区
-ノ日ふ i午青
ヘ困れ南前少

まあ平 6年． で い 駅 時 育
今澄・ に橋北に成

若-口七会
s 松約＼生

4 ー 中
云キ番に

市
内
の
観
光
的
景
観
、
四
季
折
々
の

自
然
、
年
中
行
事
、
地
元
の
産
業
、
街
中

の
風
景
、
産
業
ま
つ
り
、
菊
ま
つ
り
な

ど
、
後
世
に
伝
え
た
い
文
化
・
産
業
等
を

日
野
市
域
の
日
野
宿
や
村
々
は
い
ず

れ
も
お
江
戸
日
本
橋
か
ら
お
よ
そ
10
里

(40
謬
）
あ
り
、
朝
早
く
家
を
出
発
す

れ
ば
そ
の
日
の
内
に
江
戸
の
目
的
地
に

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
江
戸
近
郊
の
宿

村
と
し
て
発
達
し
た
日
野
市
域
の
人
々

が
、
江
戸
へ
何
の
用
達
し
に
出
か
け
て

い
っ
た
の
か
、
江
戸
の
文
化
や
情
報
を

ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
た
の
か
、
ま
た
、

江
戸
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
訪

れ
、
文
人
な
ど
が
当
時
の
日
野
を
ど
の

ょ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
の
か
な
ど
、

多
様
な
お
江
戸
と
日
野
の
か
か
わ
り
を

紹
介
し
ま
す
。

マ
主
な
展
示

①
お
江
戸
か
ら
お
よ
そ
10
里
ー
日
本
橋

か
ら
日
野
ま
で
の
甲
州
道
中
を
中
心

に、

10
里
の
道
筋
を
た
ど
り
ま
す

地

域

の

皆

さ

ん

の

協

力

で

、

子

ど

も

撮

影

し

た

作

品

を

募

集

し

ま

す

。

>>))):

l
[ffl/“達

し
は
、
代
官
所
・
旗
本
役
所
・
道
中

奉
行
な
ど
へ
の
公
用
、
名
所
巡
り
・
芝

居
見
物
な
ど
の
娯
楽
と
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
ま
た
、
江
戸
で
手
に
入
れ
た
江
戸

土
産
は
人
々
を
喜
ば
せ
ま
し
た

③
お
江
戸
か
ら
日
野
へ

S
府
中
か
ら
甲

州
道
中
と
別
れ
て
百
草
・
高
幡
へ
向
か

う
道
は
、
参
拝
や
物
見
遊
山
の
旅
を
楽

し
む
旅
人
が
多
く
、
松
連
寺
（
百
草
園
）

や
高
幡
不
動
は
、
江
戸
で
も
名
高
い
名

所
で
し
た
。
松
連
寺
は
紀
行
文
や
日
記

に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
、
十
国
台
か
ら

の
展
望
が
人
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
ま
し

た
。
高
幡
不
動
尊
は
、
宝
暦
7
年
(
1

7
5
7
)
江
戸
愛
宕
下
で
出
開
帳
を
行

い
、
評
判
と
な
り
ま
し
た

な
お
、
修
復
が
完
成
し
た
明
治
初
年

の
「
日
野
本
郷
絵
図
」
を
同
時
に
展
示

し
ま
す
。
村
絵
図
と
し
て
、
ま
れ
に
見

る
大
き
な
も
の
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
12
月
17
日

g
ー
19
日
困
は
、
臨
時
休

館
し
ま
す

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
〖58
3
.
5
1
0
0
)

ま
し
ょ
う

マ
-つ
ゾ
ツ

・
七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
1
月
利
用
分

抽
選
会

12
月
20
日
⑯
／
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校
庭
：
・

4
時
／
市
役
所
505
会
議
室
／
学
校
体
育

施
設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
の

方
対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

■ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
回
転
市
場
」
の
休
業
日

12
月
25
日
困

8
1
月
5
日
⑲
、
ひ
の

市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場

は
休
業
し
ま
す
。
休
業
中
、
提
供
品
の

受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。
店
の
前
に
品

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す。
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回

転
市
場
多
摩
平
店

(
t
5
8
7
.
8
7
0
7
)

／
同
万
願
寺
店
(
〖
5
8
7
.
1
7
8
1
)

■八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘
の
食
事
料
金
な

ど
が
変
わ
り
ま
す

来
年
4
月
1
日
宿
泊
分

(
1
月
6
日

か
ら
受
付
）
か
ら
八
ヶ
岳
裔
原
大
成
荘

の
使
用
内
容
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

▼
大
人
料
理
は

1
種
類
に
、
子
ど
も
料

理
は
2
種
類
に

利
用
さ
れ
た
お
客
様
の
声
を
反
映

し
、
大
人
料
理
を

1
種
類
と
し
ま
す

(
2
千

500
円）
。
ま
た
、
子
ど
も
料
理

を
小
学
校
中
・
高
学
年
向
け
の
料
理

(
1

千
400
円
）
と
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
向

け
の
料
理

(
1
千
100
円
）
の

2
種
類
用

意
し
ま
す
。

マ
休
業
日
が
変
わ
り
ま
す

休
業
日
は
、

8
月
を
除
く
毎
月
第
3

週
の
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
に
加
え
、

4
月、

9
月、

11
月
8
3
月
は
第
2
週

の
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
も
休
業
日
と

な
り
ま
す
。

▼
前
日
ま
で
予
約
を
受
け
付
け

日
野
市
企
業
公
社
で
の
利
用
申
し
込

み
を
前
日
（
宿
泊
予
定
日
の
前
日
が
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
あ
た
る
日
は
そ

の
前
日
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
付

期
間
は
日
野
山
荘
も
同
じ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
つ
つ
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
4
月
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
に
つ

い
て
は
ご
持
参
を

生
涯
学
習
課
／
日
野
市
企
業
公
社

(<

585.2111)■年
末
の
農
産
物
即
売
会
ー
地
元
野
菜

で
正
月
料
理
を

夏
の
猛
暑
と

11
月
の
冷
え
込
み
で
、

品
薄
傾
向
の
国
内
産
の
秋
冬
野
莱
。
悪

条
件
に
も
負
け
ず
、
市
内
農
家
が
心
を

込
め
て
栽
培
し
た
農
産
物
を
た
く
さ
ん

そ
ろ
え
ま
し
た
。

新
鮮
で
安
心
な
地
元
野
菜
で
正
月
料

理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
野
地
区
〈
花
と
野
菜
の
即
売
会
〉

1
2月
2
5日
困
•
2
6
日
困
午
前1
0時
＼

午
後
4
時
※
雨
天
実
施
／
J
A
束
京
み

な
み
日
野
支
店
及
び
多
摩
平
第
7
公
園

マ
七
生
地
区
〈
暮
れ
の
即
売
会
〉

12
月
28
日
3
午
前
9
時
30
分
ー
午
後

2
時
※
小
雨
実
施
。
荒
天
の
場
合
は
翌

日
。
配
達
は
し
ま
せ
ん
。
駐
車
場
ぁり
／

J
A
東
京
み
な
み
七
生
支
店

竺
万
願
寺
の
農
産
物
直
売
所
〈
花
も
あ

る
年
末
の
特
売
〉

12
月
29
日
同
午
前
10
時
ー
午
後
3
時

／
日
野
農
産
物
直
売
所
（
日
野
税
務
署

西
側
150
試）

／
甘
酒
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

無
料
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
げ
※
買
い
上

げ
商
品
の
宅
配
可

い
ず
れ
の
会
場
も
売
り
切
れ
次
第
終

了
／
J
A
東
京
み
な
み
日
野
支
店

(
6

5
8
3
.
5
6
7
0
)
／
同
七
生
支
店
（
〖

5
9
1
.
2
0
1
2
)
／
市
産
業
振
興
課

■パ
ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
…

1
月
11
日

国
・

12
日
⑩
②
W
O
R
D
基
礎
…

1
月

18
日
a
.
1
9
日
⑩
③
W
O
R
D
応
用
…

1
月
25
日
田
・
2
6
日
伺
④
E
X
C
E
L

基
礎
…

1
月
18
日
国
・

19
日
同
⑤
E
X

C
E
L
応
用
：
・

1
月
25
日
国
・
2
6
日
⑲

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

E
メ
ー
ル
…

1

月
11
日
田
・

12
日
⑲
⑦
初
め
て
の
パ
ソ

如••”`Ill ●●● ● ● 999199“"＂'‘"＂"＂＂＂＂＂＂＂991119.... 詈●● 199ヽ，．．．．ヽ9911•'”" ＂＂‘’,．．． ． 99991•,.....‘’‘"＂＂＂‘`"',....99e 中 0 名ガ 25 人ラ ／ ‘
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自 2 ま就夕 ／ し 591き 児 S ス
i 土曜・日曜日、祝日受付。毎週月曜日、第2火曜日休館 l 2で学 lたも ・まと 11 会
l"""●911911,．．．．＂＂"""＂＇＂‘"＂"ヽ 11111"●●●●111999●●●●’"＂＂""‘91911‘“"＂＂＂"”“‘"＂‘"＂""‘"＂ ”‘919119..“"t 3 に児‘かう 2す親時 を

0 . 

(
f
f
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

■地
域
の
子
ど
も
の
課
題
を
考
え
る

5

ひ
き
こ
も
り
と
は
子
ど
も
が
力
を
蓄
え

る
時
間

「
ひ
き
こ
も
り
は
い
け
な
い
」
と
、
周

り
の
人
は
何
と
か
し
よ
う
と
子
ど
も
を

部
屋
・
家
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
ま

す
。

「
ひ
き
こ
も
り
は
、
力
を
蓄
え
る
時

間
」
と
考
え
、
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま

を
大
事
に
す
る
講
師
が
、
そ
の
意
味
と

対
応
を
語
り
ま
す
。

1
月
19
日
⑩
午
後
2
時
S
4
時
／
中

央
公
民
館
／
西
野
博
之
氏
（
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
代
表
）

／
60
人
／
中

央
公
民
館
(
〖5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込
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▲力作を手にした参加者の皆さん（平成13年）

正
月
を
彩
る
「
輪
飾
り
」
と
「
玄

関
飾
り
」
作
り
に
挑
戦
す
る
、
年
末

恒
例
の
行
事
で
す
。
手
作
り
の
正
月

飾
り
で
新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん

、。カ
講
師
は
市
内
で
正
月
飾
り
を
作
り

続
け
て
き
た
松
本
保
さ
ん
で
す
。

▽
日
時
1
1
1
2
月
21
日
山
午
後
1
時
S

4
時

▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
対
象
11
小

3
以
上

▽
定
員
11
先
着
20
人

▽
持
ち
物
11
霧
吹
き
、
ハ
サ
ミ
、
座

布
団
※
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で

▽
申
込
み
1
1
1
2
月
15
日
⑲
午
前
9
時

か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館
(
〖5
8
3
.
5

1
0
0
)

へ

~
—— 

;
 
．．
 
い↓

．．．． 

井
上
泰
助
は
、
安
政
4
年

(
1
8
5

7
)
日
野
宿
北
原
の
井
上
松
五
郎
の
二

男
に
生
ま
れ
た
。
父
は
千
人
同
心
で
あ

る
と
と
も
に
、
天
然
理
心
流
近
藤
周
助

の
高
弟
で
、
泰
助
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
兄

定
治
郎
と
と
も
に
父
に
就
い
て
剣
術
の

稽
古
を
行
っ
て
い
た
。

泰
助
の
上
洛
が
元
治
か
慶
応
か
そ
の

時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
松
五
郎
が

侍
の
修
行
を
さ
せ
る
た
め
近
藤
勇
に
託

し
、
小
姓
を
務
め
さ
せ
た
。

慶
応

4
年
(
1
8
6
8
)
正
月
3
日、

い
く
さ

鳥
羽
伏
見
の
戦
が
起
こ
り
、
伏
見
奉
行

所
を
警
備
し
て
い
た
新
選
組
も
戦
闘
を

井

上

泰

助

〈
ふ
る
さ
と
人
物
誌

23〉

12
歳
で
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
に
従

軍
し
た

開
始
し
た
。
翌
4
日
、
淀
堤
千
両
松
ま

で
退
き
布
陣
し
た
新
選
組
は
、
薩
長
軍

と
激
し
い
銃
撃
戦
を
続
け
た
が
、
や
が

て
幕
軍
全
軍
大
坂
引
き
揚
げ
の
命
令
が

伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
、
永
倉
新
八
や
斎
藤
一
ら

と
な
お
激
し
い
戦
闘
を
続
け
て
い
た
叔

父
の
六
番
隊
長
井
上
源
三
郎
が
銃
弾
を

受
け
て
倒
れ
た
。
泰
助
は
「
叔
父
さ
ん

は
弾
丸
を
受
け
る
と
間
も
無
く
息
を
引

き
取
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る

の
で
、
頭
部
か
胸
部
へ
弾
丸
を
受
け
た

麟
の
厖
史
と
民
俗
面

3
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・ピッキング等に強いカギに交換しましょう

・外出の時は、戸締まりを確実に、窓には補助錠やセン

サーを

・家を留守にするとき

はこ近所に一声かけ

9り ましょう

麟情火に噸 訊心う
，¥，'あなたの身の回りを再点検 ニ

今年も、残りわずかとなリました。

罪や火事が増加する傾向にあリます。

防犯・防火につとめましょう。

・貴重品は身につけましょう

・自転車の前かこには、ひった＜

り防止ネットを

•銀行で現金をおろしたあとは油

断せす、帰り道は注意を

・周囲が暗い住宅街などでは不審

な人に要注意

固
定
資
産
税
・
目
市

H
目
＿
柑
ー
第
3

も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

後
に
息
子
覚
太
郎
の
妻
ケ
イ
に
「
叔

父
さ
ん
の
首
と
JJ
を
持
っ
て
大
坂
へ
引

き
揚
げ
る
た
め
隊
士
た
ち
と
歩
き
だ
し

た
が
、
人
間
の
首
が
あ
ん
な
に
重
い
も

の
だ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と

だ
。
同
行
の
隊
士
か
ら
『
そ
の
首
と
刀

を
持
っ
て

一
行
か
ら
遅
れ
る
と
敵
に
捕

ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
、
残
念
だ
が
捨
て

ろ
」
と
言
わ
れ
、
と
あ
る
寺
の
門
前
の

田
ん
ぽ
を
掘
っ
て
首
と
刀
を
埋
め
、
乗

船
地
の
橋
本
で
捜
い
こ
ま
れ
る
よ
う
に

船
へ
乗
せ
ら
れ
大
坂
へ
引
き
揚
げ
た
。

い
つ
か
関
西
の
方
へ
行
く
こ
と
が
あ
っ

た
ら
お
参
り
し
て
来
い
。
」
と
語
っ
た
と

い
う
。
ケ
イ
は
そ
の
寺
の
名
を
失
念
し

て
し
ま
い
、
現
在
で
は
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。富

士
山
丸
で
大
坂
を
出
港
し
、
同
12

日
、
品
川
に
着
い
た
泰
助
は
、
飛
脚
に

託
し
、
「
叔
父
様
は
正
月

4
日
淀
の
戦

で
討
死
な
さ
れ
た
」
と
家
郷
へ
知
ら
せ

て
い
る
。

18
日
、
江
戸
の
若
年
寄
屋
敷
で
土
方

歳
三
と
会
見
し
た
日
野
宿
名
主
佐
藤
彦

五
郎
は
、
泰
助
を
見
て
、
日
光
勤
番
中

の
父
松
五
郎
に
「
泰
助
も
別
条
な
く
、

笑
い
騒
ぎ
お
り
候
間
御
休
神
な
さ
る
べ

＜
候
」
と
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

泰
助
は
、
明
治
4
年

(
1
8
7
1
)

父
・
母
・
兄
が
流
行
病
で
急
死
し
た
た

め
家
を
継
い
だ
が
、
「
一
生
侍
気
質
が

抜
け
ず
困
っ
た
」
と
家
人
が
語
っ
て
い

る
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
様
子
を
聞
か

れ
た
折
に
は
「
子
ど
も
に
は
鉄
砲
の
弾

丸
は
当
た
ら
な
か
っ
た
よ
」
と
答
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
2
年

(
1

9
2
7
)
7
1
歳
で
没
し
た
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
員
会
委
員
・
谷
春
雄
）

真臼a ^  z ピ

げ・ショルダーバックや手荷物は手元

から離さないようにしましょう

•財布の出し入れやしまい場所には

注意しましょう

・電車内やデパート等の混雑してい

る場所では要注意

旦夏

例年、年末はあわただしく、犯

もう一度、身のまわリを点検し

（市長公室広報担当）

・家のまわりに紙くすや段ボール

を放置しないようにしましょう

．灯油等のポリ容器は軒下に置か

ないようにしましょう

・マンション・アパートの廊下や

階段に物を置かないようにしま

しょう

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
ま
わ
り
に
ほ
こ
り
を

た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

•
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

・
コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ
グ
、
コ
ー
ド
が

熱
を
持
っ
て
い
た
ら
、
電
気
店
等
に

点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う


